
N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
8No.851

2024 August

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳細は11ページをご覧ください

人と森をつなぐ！ 『はだしの広場』
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表紙●「はだしの広場」は人と森が繋がるきっかけ。美濃市
にあるmorinos（モリノス）ではこの夏も多くの体験
プログラムを実施します。詳しくはホームページをご
覧ください。
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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

8月31日（土） 狩猟免許試験
（網猟、わな猟）

●狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：8/2～8/16
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

岐阜大学全学共通教育講義棟

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課
TEL:058-272-8231

9月30日（月）
締切

令和７年用国土緑化・
育樹運動の標語募集

令和７年用の国土緑化・育樹運動のポスターなどで使
用する標語を募集します。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL：058-273-7577

森林・林業関係イベントカレンダー（8～9月）
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お問い合わせ：森林活用推進課　森林活用係　TEL：058-272-8472　FAX：058-278-2702　E-Mail：c11513@pref.gifu.lg.jp

を開催「山の日フェスタぎふ2024」
県では、８月の「ぎふの山に親しむ月間」に合わせて、ぎふの山や自然を知り、

木と親しむ「山の日フェスタぎふ２０２４」を開催します。

開 催 日

会 場

令和6年８月3日（土）
カラフルタウン岐阜（カラフルパーク）

主 催

共 催

岐阜県、（公社）岐阜県山林協会、（公社）岐阜県緑化推進委員会、
岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会

恵みの森づくりコンソーシアム

開催内容
（予定）

同時開催

●山の日フェスタぎふ２０２４イベント 
　●「森林・林業関係団体」と「恵みの森づくりコンソーシアム」
　　によるワークショップ等のブース出展
　●移動型ぎふ木遊館（ぎふの木のおもちゃ体験）の開催
　●クイズラリーの開催

●ぎふ木育ＷＥＥＫイベント 
　●３会場スタンプラリー（８月１日（木）～９月３０日（月））
　　次の３会場のうち、２会場でスタンプを押して応募していただいた先着３００名（予定）の方には
　　プレゼントをご用意しています。（台紙は、各会場で配布します。）

　　会場１：山の日フェスタぎふ２０２４イベント会場（カラフルタウン岐阜）
　　　　　　※イベント当日（８月３日）のみ開催します。

　　会場２：ぎふ木遊館
　　　　　　※休館日は、台紙の配布とスタンプラリーは行っていません。

　　会場３：森林総合教育センター（morinos）
　　　　　　※休館日は、台紙の配布とスタンプラリーは行っていません。

●ぎふ木遊館：サマーフェスタ（８月３日（土））
　●ぎふ木遊館は予約制（有料）です。
　　右の二次元コードから予約してください。

●morinos：ミニプログラム（８月３日（土））
　●利用料は無料です。（費用が必要なプログラムもあります。）
　　詳細は右の二次元コードをご覧ください。

ぎふ木遊館

morinos
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　手入れの行き届かない森林の整備や担い手の育成などの取組みを進めるための財源として、国から県や
市町村へ森林環境譲与税が配分されています。このコーナーでは、県内市町村による森林環境譲与税の活
用事例について連載で紹介します。　

　森林がない瑞穂市では、学校への木製机・椅子の導入をとおして木材利用の拡大を図るとともに、児童が木の香
りや手触りで木材のよさを感じることで、木質化の意義を伝える環境づくりに取り組んでいます。木材を利用する
ことにより、上流域の健全で豊かな森林づくりに貢献するとともに、ふるさと岐阜県に誇りと愛着を持つ人材の育
成につなげることを目指しています。

役立っています！“森林環境譲与税”
シリーズ

3

 瑞穂市―市内小学校の木質化による木材利用の促進―

お問い合わせ

取組みの背景

事業内容

取組みの効果

　令和５年度に国産木材を使用した机・椅子を市内小学校１校の図
工室に導入しました。

　親しみやすく温かみのある木製の机・椅子を調達し、児童が木の
香りやぬくもりを感じることで、ストレスが緩和され、よりよい学習
環境が確保されます。また、木そのものや森林への興味に広がるこ
とが期待できます。

森林環境譲与税について： 県森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係 TEL:058-272-8821
瑞穂市の取組みについて： 瑞穂市役所　教育委員会事務局 教育総務課 TEL:058-327-2115

　県では、治山事業、林道事業の重要性を県民の皆さんに広く紹介し、事業に対する理解と関心を深めて
いただくため、毎年、写真コンクールを実施しています。
　令和５年度は、治山部門33件、林道部門26件の応募の中から、
それぞれ最優秀作品を表彰しました。

令和5年度 治山・林道写真コンクール

●治山部門　最優秀賞（総合利用・PR部門）

●林道部門　最優秀賞（森林施業部門）

都市部に溶け込む治山
谷止工完成
集落と小那比茶を守る
県産材から森林の復旧へ

「小坂のくらしを守り抜く治山ダム」について学ぶ
治山を知ってもらうための取り組み
治山を知ってもらおう！
濃尾平野に広がる夜景と中秋の名月
森林施業に活用される林道
定性間伐された木材の搬出に活用される林道
木材生産を支える林道
WRCジャパン　恵南林道ステージ

優秀
入選
入選
入選
最優秀
優秀
入選
入選
最優秀
優秀
優秀
優秀

木材・木製品使用部門

一般部門

森林施業部門

地域振興部門

総合利用・PR部門

作品名表彰区分部門区分

治山

林道
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森林環境譲与税のお悩み相談は、
地域森林管理支援センターへ 

未整備森林の解消は境界の明確化の先にアリ！
その推進に必要なのは…

第7弾

「地域森林管理支援センター」まで
TEL：058-201-5013  FAX:058-278-4398 E-mail：f-shien@g-moriren.or.jp
〒500-8356  岐阜市六条江東２丁目５番６号　岐阜県森林組合連合会内

森林管理制度や

森林環境譲与税に関する

お悩み相談は？

地域森林管理支援センター　日比野 基宏
　森林経営管理制度開始から5年が経過し、未整備森林の解消に向けた取組みが進んでいます。令和5年度までの県
内の意向調査面積の累計は12,000ha以上となり、一定の進捗が見られます。しかし、実際に森林施業を実施しようと
すると、森林の境界が不明で事業化が難しいという課題が見えてきました。

　このような中で、地域森林管理支援センターでは、未整備森林の解消に向け、森林の境界明確化に関する調査検討
に取り組みました。
　市町村が森林所有者に行う意向調査における、森林の境界に関する設問の結果を分類しました。多くの方が森林を
所有していることを自覚しているものの、境界が分かる方は2割にとどまります。境界をはっきりさせたい方は8割以上と高
いことが分かりましたが、説明会や境界立会への参加可能な方は半分以下と、所有者の協力が得られにくい中で、境界
確定は市町村に委任でも良いという回答もありました。
　一方、市町村や境界明確化を行う事業者（森林組合や測量会社等）が一致して認識する課題は、森林の境界が分か
る人が減っている、相続登記が進んでいない、登記情報と森林簿が合わないなど森林所有者情報や現地の確認調整に
関する内容でした。さらに事業者側では、業務の採算性が低い、工期が短い、測量調査の担い手が不足しているといっ
た事業実施にかかる内容もありました。
　森林所有者との調整では、市町村は現地立会への協力や市町村委任を求めるため、自治会など施業履歴、森林境界
に精通した方との連携が必要です。また、リモートセンシング技術を活用して森林所有者の現地確認を求めない手法も
実証されていますが、現地に杭が設置されておらず森林施業を行う場所が特定できないことや、まだまだ現地立会を望む
声も多いなど、現場ならではの課題も明らかになっており、今後も調査研究が必要です。
　事業者の採算性に課題があるとのことに対しては、適正な事業費で発注することにより、境界明確化を行う事業者の
増加を促進する必要があります。森林経営管理制度の対象となる未整備森林は、道から遠く、森林の境界が複雑で、傾
斜が急な条件が不利な場所が一般的です。そこで地籍調査で用いる傾斜補正係数や、一筆地平均面積係数を調整し、
現場条件に合った適正価格で発注するよう発注者に提案しているところです。
　森林の境界明確化は、小流域を単位とする林班全体で行うことが一般的ですが、意向調査の結果で対象地が飛び地
の多い区域となることも検討されています。今後も支援センターでは、作業実態の把握に努めるとともに、未整備森林の
解消に向けた課題解決に取り組んでいきます。

　土地の境界に関する調査は地籍調査で実施されますが、登記まで行う事業であり多くの確認作業、高い精度の
測量など時間と手間が必要です。岐阜県は地籍調査が遅れており、特に山村部は後回しとなっています。
　それに対し、森林施業を実施するのに森林の境界が不明な場合は、準備作業として境界の確認と簡易な測量で
ある「森林の境界明確化」を行います。平成21年度から林野庁が支援しており、岐阜県では民有人工林の12％で
実施されています。しかし、地形条件の悪い箇所や森林が細分化している、又は境界情報が得られにくい箇所が残
り、それらが未整備森林となっているともいえます。

※この調査検討は（株）OKB総研様に分析・提案内容についての妥当性や、構成について監修を頂きました。

公図 境界明確化調査結果 測量の様子
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『地域循環共生圏』の構築に向けた取組みを支援します
　岐阜県は「飛山濃水」と呼ばれるように、美しく豊かな自然に恵まれています。
　各地域では、その自然を活かし、東濃ひのきや長良杉などの林業、飛騨牛や長良川のアユなどの農畜水産業が
営まれ、更には、飛騨の家具や関の刃物、美濃和紙、美濃焼など個性的な伝統産業が生まれ、先人たちの手で守
り、伝えられてきました。
　このような地域の資源を地域の皆さんが認識し、最大限活用していくことが地域の発展には欠かせませんが、
今後は、地域同士がそれぞれの特性を理解し、補完し、支え合っていくことも重要となってきており、国は「第５
次環境基本計画」において『地域循環共生圏』の概念を提唱しました。
　県では、この『地域循環共生圏』の構築に向け、地域が取り組む普及啓発や事業計画の立案などの取組みを支援
しています。

①対象事業
　（１）地域循環共生圏構想を知り、広めるための事業(先進地視察、シンポジウム開催など)
　（２）地域循環共生圏に関わる主体(市町村、企業、団体等)を増やしネットワークを構築するための事業
　　　（セミナー開催、広報活動など）
　（３）地域循環共生圏について戦略を立てるための事業（事業計画等の作成、地域の魅力を掘り起こす事業など）
　　　※地域循環共生圏を実践する(または、実践する予定の)地域や団体等として、Platform Cloverへの登録を
　　　　目指す事業であること。

②事業主体
　　市町村、団体、法人

③補助率等
　　補助率　10 ／ 10以内　［１事業あたり　下限額：300千円、上限額：1,000千円］

【岐阜県地域循環共生圏促進事業　概要】

地域循環共生圏とは？

　各地域がその特性を活かした強みを発揮し、地
域ごとに異なる資源が循環する自立・分散型の社
会を形成しつつ、それぞれの地域の特性に応じて
近隣地域等と共生・対流し、より広域的なネット
ワーク(自然的なつながり(森・里・川・海の連関)や
経済的つながり(人、資金等))を構築していくこと
で、新たなバリューチェーンを生み出し、地域資
源を補完し支え合いながら農山漁村も都市も活
かす「地域循環共生圏」を創造していくことを目
指す。

出典：環境省「第５次環境基本計画」から抜粋

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ058-272-1111 内線（2966） 岐阜県廃棄物対策課一般廃棄物係まで

令和5年度　採択事業

地域循環共生園に関わる主体を増やし
ネットワークを構築するための事業

（輪之内町）

持続可能な山県
「ローカルＳＤＧｓ地域循環共生圏」推進事業

（一般社団法人オルタス山県）

里・山・川の保全・活用を通じた地域おこし
（地域循環共生圏促進）準備事業

（特定非営利活動法人岐阜環境カウンセラー協議会）

出典：環境省HP「環境省ローカルSDGｓ 地域循環共生圏」
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●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8231  環境生活政策課 生物多様性係まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

生物多様性の保全・再生の普及啓発　
　みなさんは「生物多様性」という言葉を知っていますか？聞いたことはあるけど、意味はよくわからないとい
う方、また、「生物多様性の保全」が重要と聞くけど、どうして重要なのかわからない方も多いと思います。　　
　そこで、県では「生物多様性とは何か」や「生物多様性の保全の重要性」を知ってもらうため、「清流の国ぎふ森
林・環境税」を活用して、普及啓発を行っています。

■シンポジウム
　県として特に知って頂きたいこと、生物多様性で話題になっていることをテーマに年1回開催しています。

　県では、引き続き「生物多様性の保全」に関する情報発信を行っていきますので、
興味のある方はシンポジウム等に是非、ご参加ください！！
　生物多様性に関する情報は、公式LINEでも発信中です

岐阜の県鳥「ライチョウ」を中心に多様な生物の保
全について学んで頂きました。

テーマ「神の鳥ライチョウの危機と保全」

令和４年度開催

二次元バーコードで登録

■出前講座

傷を負った希少な鳥類を救護する県野生鳥獣リハ
ビリセンターにおける野生復帰への取り組みを通
じて、生物多様性の保全が重要であることを伝え
ます。

■飼育展示

国の天然記念物である「イタセンパラ」の保護増
殖に取り組む県水産研究所。イタセンパラを活用
した地域での飼育展示を通して、生物多様性への
関心を高める活動をしています。

条件付特定外来生物である「アメリカザリガニ」
を例に外来種問題について学んで頂きました。

テーマ「水辺に潜む外来種」

令和５年度開催
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初
夏
の
郡
上
市
で
、
丸
く
緑
色
の
果

実
を
つ
け
た
キ
ハ
ダ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ミ
カ
ン
科
キ
ハ
ダ
属
の
キ
ハ
ダ
は
、

直
径
１
ｍ
以
上
に
達
す
る
雌
雄
異
株
の

落
葉
高
木
で
、
樹
皮
は
淡
褐
色
の
厚
い

コ
ル
ク
質
が
発
達
し
、
寒
い
地
方
ほ
ど

厚
く
な
り
ま
す
。
葉
は
小
葉
が
6
対
ほ

ど
つ
い
た
奇
数
羽
状
複
葉
で
、
こ
れ
が

枝
に
対
生
し
ま
す
。

　

広
葉
樹
の
枝
の
伸
び
方
は
２
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
が
、
キ
ハ
ダ
の
枝
の
伸
び

方
は
仮
軸
分
枝
と
呼
ば
れ
る
伸
び
方

で
す
。
ち
な
み
に
も
う
１
つ
の
枝
の
伸

び
方
は
単
軸
分
枝
と
言
い
、
主
軸
の
頂

点
に
あ
る
頂
芽
が
下
方
に
あ
る
側
芽
と

と
も
に
伸
長
し
、
主
軸
先
端
が
伸
長
し

続
け
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
仮
軸
分
枝

は
、
主
軸
の
先
端
の
頂
芽
が
夏
ご
ろ
に

脱
落
し
、
翌
年
に
は
側
芽
が
主
軸
の
よ

う
に
伸
長
す
る
も
の
で
、
仮
軸
分
枝
の

枝
は
毎
年
弓
な
り
に
な
っ
て
、
曲
が
り

な
が
ら
伸
長
す
る
の
で
す
。

　

キ
ハ
ダ
は
5
～
6
月
に
は
、
黄
緑
色

の
小
花
を
多
数
つ
け
た
円
錐
花
序
を
枝

先
に
咲
か
せ
ま
す
。
雌
株
に
で
き
る
果

実
は
球
形
で
、
最
初
は
緑
色
を
し
て
い

ま
す
が
熟
す
と
黄
色
～
黒
色
に
変
化

し
ま
す
。
種
子
は
精
油
を
多
く
含
む
た

め
、
鳥
が
食
べ
た
糞
が
自
動
車
に
付
着

す
る
と
塗
膜
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

実
生
個
体
は
少
し
湿
気
の
あ
る
肥
沃

地
で
良
く
生
育
、
深
根
性
で
陽
樹
で
あ

る
た
め
、
倒
木
跡
地
な
ど
の
孔
状
裸
地

な
ど
で
上
層
林
冠
を
つ
く
っ
て
小
群
落

を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

木
材
は
光
沢
が
あ
っ
て
木
理
が
美
し

く
、
加
工
し
や
す
い
た
め
、
家
具
材
や

床
の
間
材
、
丸
盆
や
鉢
、
菓
子
器
等
に

利
用
し
ま
し
た
。
特
に
、
工
芸
分
野
で

は
女
桑
と
呼
ん
で
ク
ワ
材
の
代
用
に
し

た
り
、
湿
気
に
強
い
特
性
か
ら
ク
リ
材

の
代
用
品
に
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

黄
色
い
内
樹
皮
を
乾
燥
さ
せ
た
黄
檗

（
黄
柏
）
は
『
日
本
薬
局
方
』
に
も
掲

載
さ
れ
る
重
要
な
薬
木
で
、
御
嶽
山
周

辺
で
生
産
さ
れ
る
「
御
百
草
」
、

奈
良
県
吉
野
の
「
陀
羅
尼
助
」
、

鳥
取
県
山
陰
の
「
練
熊
」
な
ど

は
、
胃
腸
や
腹
痛
の
妙
薬
で
す
。

ま
た
キ
ハ
ダ
は
打
ち
身
、
神
経

痛
、
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
の
外
用
薬

と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
記
の
胃
腸
薬
の
う
ち
、
陀
羅

尼
助
（
だ
ら
に
す
け
）
は
本
来
、

薬
と
し
て
と
い
う
よ
り
僧
侶
が
陀

羅
尼
（
不
動
尊
秘
密
陀
羅
尼
経
や

大
悲
心
陀
羅
尼
）
と
い
う
経
を
唱

え
て
い
る
間
に
、
睡
魔
を
予
防
す

る
た
め
に
口
に
含
ん
だ
苦
味
薬
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
京
都
に
は
「
京
阪

黄
檗
駅
」
が
あ
り
、
京
都
宇
治
に
は
中

国
、
明
代
末
の
禅
宗
の
高
僧
隠
元
禅
師

（
１
５
９
２
～
１
６
７
３
年
）
が
開
山

し
た
「
黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
お
寺
の
僧
侶
た
ち
も
陀

羅
尼
助
を
口
に
含
ん
だ
な
ら
面
白
い
と

感
じ
る
の
で
す
。

キハダ果実： 雌雄異株であるため雌株のみに果実がつく

活かす知恵

と を森林 人

139

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
久
津
輪

　雅

一
般
社
団
法
人
「
技
の
環
」
発
足

　文
化
財
や
伝
統
工
芸
の

　
　
　
　原
材
料
調
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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活かす知恵

と を森林 人

139

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
久
津
輪

　雅

一
般
社
団
法
人
「
技
の
環
」
発
足

　文
化
財
や
伝
統
工
芸
の

　
　
　
　原
材
料
調
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

今
年
今
年
22
月
、
私
は
「
技
の
環
（
ぎ
の

月
、
私
は
「
技
の
環
（
ぎ
の

わ
）
」
と
い
う
名
前
の
一
般
社
団
法
人
を
立

わ
）
」
と
い
う
名
前
の
一
般
社
団
法
人
を
立

ち
上
げ
、
代
表
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
森

ち
上
げ
、
代
表
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
員
を
務
め
な
が
ら

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
員
を
務
め
な
が
ら

二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い
ま
す
（
勤
務
時
間

二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い
ま
す
（
勤
務
時
間

外
や
休
日
に
活
動
）
。
こ
の
団
体
の
キ
ャ
ッ

外
や
休
日
に
活
動
）
。
こ
の
団
体
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
伝
統
の
技
を
支
え
、
人
を

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
伝
統
の
技
を
支
え
、
人
を

つ
な
ぎ
、
環
を
つ
く
る
」
。
文
化
財
の
保
存

つ
な
ぎ
、
環
を
つ
く
る
」
。
文
化
財
の
保
存

修
理
や
伝
統
工
芸
品
の
製
作
な
ど
に
携
わ

修
理
や
伝
統
工
芸
品
の
製
作
な
ど
に
携
わ

る
人
が
抱
え
る

る
人
が
抱
え
る
33
つ
の
課
題
、
「
人
（
後
継

つ
の
課
題
、
「
人
（
後
継

者
）
」
「
原
材
料
」
「
道
具
」
、
こ
れ
ら
の

者
）
」
「
原
材
料
」
「
道
具
」
、
こ
れ
ら
の

解
決
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
県
庁

解
決
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
県
庁

の
文
化
伝
承
課
か
ら
の
業
務
委
託
を
受
け
て

の
文
化
伝
承
課
か
ら
の
業
務
委
託
を
受
け
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
美
濃
窓
口
と
飛
騨
窓
口
に

ス
タ
ッ
フ
は
美
濃
窓
口
と
飛
騨
窓
口
に

22
人
ず
つ
。
美
濃
に
は
私
と
、
森
林
文
化
ア

人
ず
つ
。
美
濃
に
は
私
と
、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
。
飛
騨
に
は
元
岐
阜
県
工

カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
。
飛
騨
に
は
元
岐
阜
県
工

業
技
術
研
究
所
長
と
、
工
芸
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

業
技
術
研
究
所
長
と
、
工
芸
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
人
で
す
。

タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
人
で
す
。

こ
の
団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の

こ
の
団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
私
自
身
が

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
私
自
身
が
1010

年
以
上
前
か
ら
伝
統
工
芸
の
材
料
収
穫
の
支

年
以
上
前
か
ら
伝
統
工
芸
の
材
料
収
穫
の
支

援
を
し
て
き
た
こ
と
。
最
初
は
、
長
良
川
鵜

援
を
し
て
き
た
こ
と
。
最
初
は
、
長
良
川
鵜

飼
で
鵜
を
運
ぶ
の
に
使
う
「
鵜
籠
」
の
材
料

飼
で
鵜
を
運
ぶ
の
に
使
う
「
鵜
籠
」
の
材
料

で
し
た
。
一
般
的
な
竹
籠
に
は
マ
ダ
ケ
が
使

で
し
た
。
一
般
的
な
竹
籠
に
は
マ
ダ
ケ
が
使

た
め
に
は
、
県
外
の
原
材
料
生
産
者
や
道
具

た
め
に
は
、
県
外
の
原
材
料
生
産
者
や
道
具

製
作
者
を
支
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
た
と

製
作
者
を
支
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
美
濃
和
紙
に
使
わ
れ
る
楮
、
関
の
日
本

え
ば
美
濃
和
紙
に
使
わ
れ
る
楮
、
関
の
日
本

刀
の
鍛
錬
に
使
わ
れ
る
松
炭
、
飛
騨
の
一
位

刀
の
鍛
錬
に
使
わ
れ
る
松
炭
、
飛
騨
の
一
位

一
刀
彫
に
使
わ
れ
る
様
々
な
彫
刻
刀
な
ど
。

一
刀
彫
に
使
わ
れ
る
様
々
な
彫
刻
刀
な
ど
。

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
県
外
か
ら
調
達
し
て

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
県
外
か
ら
調
達
し
て

い
ま
す
。
県
境
を
超
え
て
調
査
や
支
援
の
活

い
ま
す
。
県
境
を
超
え
て
調
査
や
支
援
の
活

動
を
す
る
に
は
行
政
が
直
営
で
行
う
の
は
難

動
を
す
る
に
は
行
政
が
直
営
で
行
う
の
は
難

し
く
、
民
間
が
行
っ
た
方
が
合
理
的
で
す
。

し
く
、
民
間
が
行
っ
た
方
が
合
理
的
で
す
。

技
の
環
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上

技
の
環
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
、
課
題
を
抱
え
る
職
人
が
い
つ
で
も
相
談

げ
、
課
題
を
抱
え
る
職
人
が
い
つ
で
も
相
談

を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

を
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
私
た
ち
も
相
談
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は

て
私
た
ち
も
相
談
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
現
場
へ
出
か
け
て
課
題
を

な
く
、
積
極
的
に
現
場
へ
出
か
け
て
課
題
を

聞
き
取
り
、
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

聞
き
取
り
、
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
周
り
で
伝
統

組
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
周
り
で
伝
統

技
術
の
継
承
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
い

技
術
の
継
承
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
ぜ
ひ
技
の
環
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

た
ら
、
ぜ
ひ
技
の
環
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

わ
れ
ま
す
が
、
鵜
飼
用
具
に
は
水
切
れ
が
良

わ
れ
ま
す
が
、
鵜
飼
用
具
に
は
水
切
れ
が
良

く
丈
夫
な
ハ
チ
ク
が
使
わ
れ
ま
す
。
竹
林
は

く
丈
夫
な
ハ
チ
ク
が
使
わ
れ
ま
す
。
竹
林
は

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
繁
殖
し
す
ぎ
て
困
る
ほ
ど

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
で
繁
殖
し
す
ぎ
て
困
る
ほ
ど

で
す
が
、
実
は
工
芸
に
使
う
良
質
の
竹
と
な

で
す
が
、
実
は
工
芸
に
使
う
良
質
の
竹
と
な

る
と
そ
う
簡
単
で
は
な
い
の
で
す
。
節
と
節

る
と
そ
う
簡
単
で
は
な
い
の
で
す
。
節
と
節

の
間
が
長
く
、
ほ
ど
よ
く
間
引
き
さ
れ
て
表

の
間
が
長
く
、
ほ
ど
よ
く
間
引
き
さ
れ
て
表

皮
に
傷
が
少
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

皮
に
傷
が
少
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

を
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た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
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必
要
が
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り
ま
す
。
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カ
デ
ミ
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の
卒
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が
鵜
籠
を
作
る
竹
細
工
職
人
に

の
卒
業
生
が
鵜
籠
を
作
る
竹
細
工
職
人
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
授
業

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
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デ
ミ
ー
で
も
授
業

で
竹
林
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備
や
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
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で
竹
林
整
備
や
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
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次
に
、
和
傘
の
傘
骨
を
束
ね
る
「
傘
ロ

次
に
、
和
傘
の
傘
骨
を
束
ね
る
「
傘
ロ

ク
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
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品
に
使
わ
れ
る
エ
ゴ

ク
ロ
」
と
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に
使
わ
れ
る
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ゴ

ノ
キ
。
細
か
い
切
込
み
を
入
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て
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ノ
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。
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。
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ェ
ク
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ク
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が
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ま
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る

他
に
も
、
飛
騨
春
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の
曲
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に
使
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れ
る

サ
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ラ
の
樹
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に
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を
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な
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遠
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樹
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を
採
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が
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な
く
な
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県
や
奈
良
県
で
購
入
し
て
い
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と
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き
、
県

県
や
奈
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で
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し
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い
る
と
聞
き
、
県

内
で
調
達
で
き
る
所
を
探
し
ま
し
た
。

内
で
調
達
で
き
る
所
を
探
し
ま
し
た
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こ
の
よ
う
に
、
文
化
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や
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芸
に
使

こ
の
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う
に
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や
伝
統
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芸
に
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わ
れ
る
材
料
に
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そ
の
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で
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森
林
資

わ
れ
る
材
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に
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の
土
地
で
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多
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わ
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の
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わ
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縦
割
り
を
つ
な
ぐ

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
も
理
由
の

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
も
理
由
の
11

つ
で
す
。
岐
阜
県
庁
で
言
え
ば
、
文

つ
で
す
。
岐
阜
県
庁
で
言
え
ば
、
文

化
財
は
文
化
伝
承
課
、
伝
統
工
芸
品

化
財
は
文
化
伝
承
課
、
伝
統
工
芸
品

は
地
域
産
業
課
、
森
林
資
源
は
林
政

は
地
域
産
業
課
、
森
林
資
源
は
林
政

課
と
な
り
ま
す
。
国
で
言
え
ば
、
経

課
と
な
り
ま
す
。
国
で
言
え
ば
、
経

産
省
、
文
化
庁
、
林
野
庁
で
す
。
こ

産
省
、
文
化
庁
、
林
野
庁
で
す
。
こ

う
し
た
伝
統
文
化
を
次
の
世
代
へ
伝

う
し
た
伝
統
文
化
を
次
の
世
代
へ
伝

え
て
い
く
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
部
署

え
て
い
く
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
部
署

で
情
報
交
換
や
連
携
が
必
要
で
す

で
情
報
交
換
や
連
携
が
必
要
で
す

が
、
そ
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で

が
、
そ
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
ハ
ブ
役
を
担
う
た
め

し
た
。
そ
こ
で
ハ
ブ
役
を
担
う
た
め

に
民
間
団
体
を
作
っ
た
の
で
す
。
さ

に
民
間
団
体
を
作
っ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
岐
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技の環のウェブサイト　https://ginowa.org/
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太平洋工業（株）と連携したぎふ木育体験イベントを実施しました
　ぎふ木遊館では、ぎふ木育に賛同いただいた企業と連携し、さまざまなイベントや研修を実施しています。
　今回は、6月1日（土）に実施した、太平洋工業（株）の社員とそのご家族を対象とした「ぎふ木育体験」の様子を紹介します。
　太平洋工業（株）は、生物多様性保全に取り組んでおり、大垣市上石津町にある企業の森「太平洋里山の森」において植
林活動や森林保全活動を継続的に実施しています。その活動につなげるため、令和５年度から当館で木に触れて森に親しむ「ぎ
ふ木育体験」を実施しており、今回はその２回目のイベントとなりました。
　当日は、約 60 名の方が参加され、木育ひろばにて大型木製遊具や木のおもちゃを使って親子で遊んでいただきました。また、
希望者は木工室で木育メニュー「稚あゆの冒険」を体験しました。くるまだち木工室の草野直美さんから長良川の鮎の一生の
お話を聞いた後、同じ長良川流域で育った長良杉でアユの置物を作りました。また、参加した子ども全員に「ぎふ木育クイズ
ラリー」にチャレンジしていただき、市町村の木やおもちゃに使われている木の種類等について学んでいただきました。
　参加者の皆さまには、当館での体験を胸に、次は企業の森での森林保全活動に参加し、森林についての学びや経験をさら
に深めていただけたらと思います。

入館者が15万人を達成しました！
　6 月 25 日（火）にぎふ木遊館の入館者が 15
万人を達成し、記念セレモニーを開催しました。
　記念すべき 15 万人目の入館者は、岐阜市在住
の大屋敷様ご家族で、久松一男林政部長から認
定証と記念品の「つみぼぼ」という木のおもちゃ
が贈呈されました。また、当日入館されたすべて
の子どもたちにも記念品をプレゼントしました。
　セレモニーでは、大屋敷様の手でくす玉が割ら
れ、入館者の皆さまには大きな拍手でお祝いして
いただき、館内はとても温かい雰囲気に包まれました。
　これまで当館にお越しいただいた皆さまには感謝の気持ちでいっぱいです。これからも、ぎふ木遊館をよろしくお願いいた
します。

木育ひろばでの遊び体験 木育メニュー「稚あゆの冒険」

あすはちゃんと一緒に記念撮影 プレゼントを受け取る入館者

ぎふ木育クイズラリー

ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しております！
　まだ来館したことがない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、フォローをお願いします。
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

出前体験！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定 　 休 　 日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称ｍｏｒｉｎｏｓ）で実施している出前体験についてご紹介します！

「近くの森での遊び方を知りたい」、「森はないけれども、自然遊びをしたい」などの想いを持った園や学校にmorinosのスタッ
フがお邪魔して実施する森の出前体験。今回ご紹介するのは、岐南町にあるうれしの東保育園で実施した森の出前体験です。

６月１１日は、morino de van（森の出番）と名付けた車で、枝、葉、実、丸太などの自然素材や、ロープ、のこぎり、金づちと
いった道具を運び入れ、うれしの東保育園の園庭をミニmorinosにしちゃいました。morinosから持ち込んだ資材の他にも、園
にあるけれどイベントでしか使っていないネットやロープ、とび箱をつなげて遊具にするなど、保育者、保護者の方にもお手伝い
いただき、たくさんの遊びが展開されました。

特別な素材や立派な森がなくても、あるもので工夫して自然も自由な遊びも楽しめることを体感してもらえたのではないでしょ

うか。先生とのふり返りの中で、「いつもの園庭・遊び道具にちょっとプラスするだけでこんなにも遊びが広がるなんて！」、「日常の

保育にも“遊び担当の人”って役割ができたら、保育者自身が今日みたいに思い切り遊べますね」等の感想をいただきました。

森の出前体験は、「こんな方法があるんだ」、「こうやって遊べばいいんだ」といった気づきの場です。これをきっかけにして、先

生方が、今後はこうしたいということを考え、森や自然を日常の保育にどんどん活用するようになるとうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

morinos名物(?) 自由な工作 落ちたら負けのじゃんけん勝負

＜森の出前体験　～うれしの東保育園～＞

葉っぱや花を使ってぬりえ

「やってみる」と焚き火に挑戦する子ども 大人も子どもも一緒にどろんこに 木の板1枚でも遊びが生まれる
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進
する構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を
目指しています。
　令和６年２月２８日に第２回目となる協定締結式を執り行い、１１事業者（１０協定）と協定を締結しました。その
各協定締結者をご紹介します。

＜今までの取組み内容＞
　建築士と緊密に協力し、岐阜県産材を設計に
取り入れる具体的な方法を検討しています。
　岐阜県産材の特性や、利点を最大限に活かす
ため、図面の見直しや、調整を行っています。
　建築士との打ち合わせを通じて岐阜県産材の
使用部位や方法についても詳細に検討をしてい
ます。

＜今後の取組み内容＞
　岐阜県産材を使用した構造及び美観的な利
点を最大限に活かすための方法に焦点を当てて
います。
　また、地域経済への貢献を目指し、岐阜県産
材の使用を推進していきます。
　さらに、内装材や家具などにも岐阜県産材を
使用することで、建物全体の温みや自然の美し
さを引き出すとともに、木材の断熱性を活かし
た、エネルギー効率の高い建物になる様取り組
んでいきます。

＜事業者概要＞
〇所在地　
　本社：愛知県岩倉市大山寺町岩塚６番地　
〇主な業務内容　
介護施設運営（住宅型有料老人ホーム、デイ
サービス、居宅介護支援事業所、訪問介護事
業所）
〇ホームページURL
　http://kgarten.com/company/

株式会社ＳＩプラス（愛知県岩倉市）

8

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。
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り
を
省
略
し
た
ヒ
ノ
キ
造
林
地
の

混
交
林
化
を
考
え
る

タ
ー
ル
あ
た
り
一
五
〇
〇
本
で
植
栽
し
、

下
刈
り
を
年
一
回
ず
つ
四
年
間
年
行
っ
た

「
実
施
区
」
と
、
ま
っ
た
く
行
わ
な
か
っ
た

「
省
略
区
」
の
状
態
を
一
〇
年
間
比
較
し
ま

し
た
（
防
鹿
柵
は
設
置
済
み
）。
皆
伐
直
後

に
調
査
地
内
に
存
在
し
て
い
た
高
木
性
広

葉
樹
の
稚
樹
は
わ
ず
か
で
、
ま
た
、
種
子

源
に
な
る
よ
う
な
広
葉
樹
林
は
近
傍
に
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ず
、
実
施
区
で
は
ヒ
ノ
キ
の
胸
高
断

面
積
合
計
が
大
き
く
な
り
、
一
斉
人
工
林

が
み
ご
と
に
成
立
し
ま
し
た
（
図
１
、
図

２
b
）。
成
林
に
対
す
る
下
刈
り
作
業
の
効

果
と
確
実
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
省
略
区
で
は
更
新
木
の
種
数
や

量
が
多
く
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。
下
刈
り

を
完
全
に
省
略
し
て
も
ヒ
ノ
キ
の
樹
高
成

長
は
減
衰
し
な
か
っ
た
の
で
、
更
新
木
は

ヒ
ノ
キ
の
下
木
に
な
り
、
垂
直
方
向
の
階

層
化
が
進
み
ま
し
た
（
図
２
a
）。
こ
の
状

態
は
一
見
、
混
交
林
の
よ
う
に
み
え
ま
す

が
、
更
新
木
の
構
成
種
は
主
に
低
木
種
（
シ

ロ
モ
ジ
や
キ
イ
チ
ゴ
類
）
と
小
高
木
種
（
ヒ

サ
カ
キ
、
シ
キ
ミ
）
で
、
混
交
林
化
の
立

役
者
で
あ
る
高
木
種
（
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、

タ
ム
シ
バ
）
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

多
様
な
樹
種
で
構
成
さ
れ
た
森
林
が
指

向
さ
れ
、
針
葉
樹
人
工
林
を
広
葉
樹
と
の

混
交
林
に
誘
導
す
る
手
法
の
解
明
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
人
工
林
造
成
に

目
を
向
け
る
と
、
下
刈
り
は
一
斉
林
の
造

成
に
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
半
面
、
従
事

者
の
肉
体
的
負
担
や
所
有
者
の
経
済
的
負

担
が
大
き
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
削
減
が
必

要
で
す
。

　

通
常
の
下
刈
り
作
業
で
は
、
造
林
地
内
に

侵
入
し
た
木
本
類
（
更
新
木
）
は
、
植
栽
木

の
成
長
を
阻
害
す
る
雑
草
木
と
し
て
刈
り
払

い
ま
す
が
、
下
刈
り
の
方
法
次
第
で
は
植
栽

木
と
高
木
性
広
葉
樹
が
混
交
す
る
林
型
に

誘
導
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
下
刈
り
の
省
略
が
木
本
類
の

更
新
、
ひ
い
て
は
植
栽
木
と
高
木
性
広
葉

樹
と
の
混
交
林
化
に
寄
与
す
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
一
度
も
下
刈
り
を
し
な

か
っ
た
場
合
の
植
栽
木
と
更
新
木
（
雑
草

木
に
あ
ら
ず
）
の
動
態
を
調
査
し
ま
し
た
。

林
分
の
評
価

　

郡
上
市
八
幡
町
に
あ
る
約
五
〇
年
生
の

ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
皆
伐
し
た
三
代
目
再
造

林
地
（
標
高
四
五
〇
ｍ
、
傾
斜
35
〜
40
度
）

に
、
ヒ
ノ
キ
二
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
を
ヘ
ク

混
交
林
化
の
可
能
性
は
？

　

省
略
区
の
幹
数
は
、
小
高
木
種
、
低
木

種
、
高
木
種
、
ヒ
ノ
キ
の
順
で
、
胸
高
断

面
積
合
計
は
、
ヒ
ノ
キ
、
低
木
種
、
小
高

木
種
、
高
木
種
の
順
で
、
値
が
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
し
た
（
図
１
）。
高
木
種
に
着
目

す
る
と
、
高
木
種
の
樹
高
（
平
均
2
8
6

㎝
）
は
、
ヒ
ノ
キ
（
同
6
1
1
㎝
）
よ
り

低
く
、小
高
木
種
や
低
木
種（
同
2
4
4
㎝
、

3
2
7
㎝
）
と
同
じ
高
さ
の
階
層
に
あ
り
、

そ
れ
ら
か
ら
強
い
被
圧
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
木
種
は
侵
入
数

が
少
な
か
っ
た
う
え
に
、
初
期
段
階
で
本

数
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
本
調
査
地
で

み
ら
れ
た
高
木
種
に
は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
な

ど
の
先
駆
性
種
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

他
種
と
の
競
争
や
被
圧
に
よ
っ
て
衰
退
し
、

幹
本
数
や
胸
高
断
面
積
合
計
を
減
ら
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
調
査
地
は
種
子
源
の
不
在
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
広
葉
樹
が
天
然
更
新
す
る
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
下
刈
り
の
省
略
に
よ
っ

て
針
広
混
交
林
を
短
期
間
に
造
成
す
る
の

は
困
難
で
す
。

お
わ
り
に

　

本
調
査
地
の
省
略
区
は
、
ヒ
ノ
キ
人
工

林
と
し
て
も
成
林
し
て
お
ら
ず
中
途
半
端

な
状
態
で
し
た
（
造
林
地
と
し
て
の
評
価

は
、
本
誌
8
0
5
号
を
ご
覧
下
さ
い
）。

つ
ま
り
、
実
際
の
造
林
地
で
は
、
下
刈
り

の
省
略
に
よ
っ
て
、
初
期
保
育
を
省
力
化

し
な
が
ら
一
斉
人
工
林
が
成
林
し
た
り
、

自
然
に
混
交
林
化
し
た
り
す
る
も
の
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

　

当
所
で
は
引
き
続
き
、
混
交
林
や
低
コ

ス
ト
再
造
林
に
適
し
た
技
術
手
法
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図2　植栽木と主な更新木の最大樹高の推移
図1　10年目における植栽木と更新木の幹数と
　　  胸高断面積合計

1313 MORINOTAYORI
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内装木質化木の香る
ぎふの施設
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施設の経緯
　令和６年４月に郡上市大和町の小学校４校（大和西
小学校、大和南小学校、大和北小学校、大和第一北小
学校）が統合し、「郡上市立大和小学校」が開校しまし
た。全学年２学級の編制で３００名強の児童数となり、
郡上市内で最大規模の小学校となります。
　令和６年２月に完成した新たな普通教室棟は、学校
周辺に広がる田園風景に合う外観とし、内装は県産材
を多く活用した木質化を施すことで、木の香の香る、木
のぬくもりのある学校施設となりました。

　施設で主に使用される普通教室、廊下、多目的室等
の床と壁を中心に県産材（ヒノキ材、スギ材）をふん
だんに使用しており、入った瞬間に木の香りやぬくも
りが実感できるほど、木にあふれたしつらえになりま
した。

郡上市立大和小学校　普通教室棟

施設の概要

事業主体 郡上市

事業年度 令和４・５年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造３階建て
２，２８４㎡

施設用途 教育施設

助 成 額

939,772千円

木材使用量
使用樹種

４１㎥（県産材使用量４１㎥）
ヒノキ、スギ

（株）川上建築事務所　郡上事務所

１５，０００千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

全体事業費

設 計 者

(株)ヤマシタ工務店（建築本体工事）

令和４年９月～令和６年２月

施工業者

工　　期
ここに注目！！

 広く落ち着きのある空間で、児童は心地よく伸び伸
びと学校生活を送っています。

利用者の様子

■問い合わせ先
　郡上市教育委員会　教育総務課
　ＴＥＬ 0575-67-1123

施設全景

階段室

多目的室

普通教室

廊下

岐阜市三田洞東１－１８－８

内装木質化木の香る
ぎふの施設

138

施設の経緯
　令和4年4月、岐阜市立岩野田保育所から民営化し岩
野田保育園となりました。
　それと同時に老朽化していた園舎の新築に向けた検
討をスタートし、令和5年11月に新園舎が完成しまし
た。新園舎は、木のぬくもりを感じられるよう、岐阜県産
材による内装木質化や県産材で作られた家具を採用し
ました。

　園舎はもちろん、遊戯や家具に至るまで、木のぬく
もりに包まれる環境づくりにこだわっています。

いわのだこどもの森（岩野田保育園）

施設の概要

事業主体 社会福祉法人 堂角舎

事業年度 令和５年度

構造
延床面積

鉄骨造　２階建て
925.42㎡

施設用途 保育所

助 成 額

465,390千円

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　15.3009㎥
スギ

株式会社山岡哲哉建築設計事務所

5,820千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

全体事業費

設 計 者

株式会社髙垣組　岐阜支店

令和５年２月から令和５年１１月

施工業者

工　　期
ここに注目！！

　まず「温かい！」そして「いい香り！」と驚かれま
す。子ども達も新園舎が落ち着くようで、以前にも増
してのびのびと生活してくれています。

利用者の様子

■問い合わせ先
　社会福祉法人堂角舎
　ＴＥＬ 058-237-3822

施設全景

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 14



岐阜市三田洞東１－１８－８

内装木質化木の香る
ぎふの施設

138

施設の経緯
　令和4年4月、岐阜市立岩野田保育所から民営化し岩
野田保育園となりました。
　それと同時に老朽化していた園舎の新築に向けた検
討をスタートし、令和5年11月に新園舎が完成しまし
た。新園舎は、木のぬくもりを感じられるよう、岐阜県産
材による内装木質化や県産材で作られた家具を採用し
ました。

　園舎はもちろん、遊戯や家具に至るまで、木のぬく
もりに包まれる環境づくりにこだわっています。

いわのだこどもの森（岩野田保育園）

施設の概要

事業主体 社会福祉法人 堂角舎

事業年度 令和５年度

構造
延床面積

鉄骨造　２階建て
925.42㎡

施設用途 保育所

助 成 額

465,390千円

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　15.3009㎥
スギ

株式会社山岡哲哉建築設計事務所

5,820千円
（木の香る快適な公共施設等整備事業）

全体事業費

設 計 者

株式会社髙垣組　岐阜支店

令和５年２月から令和５年１１月

施工業者

工　　期
ここに注目！！

　まず「温かい！」そして「いい香り！」と驚かれま
す。子ども達も新園舎が落ち着くようで、以前にも増
してのびのびと生活してくれています。

利用者の様子

■問い合わせ先
　社会福祉法人堂角舎
　ＴＥＬ 058-237-3822

施設全景
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国
有
林
の
現
場
か
ら

94

捨
て
な
い
で
良
心
ま
で
！

  

今
年
も
国
有
林
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施

　
森
林
配
置
計
画
と
は
、
１
０
０
年
先
の

望
ま
し
い
森
林
の
配
置
を
見
直
す
た
め
、

気
候
や
地
形
、
法
規
制
等
の
諸
条
件
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
県
内
す
べ
て
の
民
有
林

を
以
下
４
種
類
の
将
来
目
標
区
分
に
設
定

（
森
林
配
置
）
す
る
も
の
で
す
。

①
：「
木
材
生
産
林
」（
主
た
る
目
的
が
木

材
の
生
産
で
あ
る
森
林
）

②
：「
環
境
保
全
林
」（
水
源
涵
養
な
ど
公

益
的
機
能
の
高
度
な
発
揮
を
期
待
す

る
森
林
）

③
：「
観
光
景
観
林
」（
観
光
道
路
か
ら
眺

望
で
き
景
観
的
価
値
が
高
い
森
林
）

④
：「
生
活
保
全
林
」（
集
落
や
生
活
道
路

に
隣
接
し
住
民
生
活
を
守
る
た
め
の

森
林
）

　
将
来
目
標
区
分
は
、
県
内
民
有
林
す
べ

て
を
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に
設
定
し
た
う

え
で
、地
域
の
特
色
や
実
情
に
合
わ
せ
て
、

③
・
④
を
①
・
②
に
重
複
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
設
定
は
市
町
村
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
地
域
検
討
会
に
お
い
て
、
合
意

形
成
を
経
た
う
え
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
に
は
①
・
②
の
設
定
率

が
１
０
０
％
と
な
り
、
１
０
０
年
先
の
望

ま
し
い
森
林
の
姿
が
明
確
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
毎
年
度
将
来
目
標
区
分
が

【
林
政
課
】●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
8
ー
2
7
2
ー
1
1
1
1
内
線（
4
3
1
7
）

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

森
林
計
画
係
ま
で

適
切
で
あ
る
か
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
分
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
づ
く
り

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

木材生産林
30.4％

環境保全林
69.6％

図　木材生産林と環境保全林の設定割合
（令和5年度末時点）

表　将来目標区分別の面積（令和5年度末時点）

岐阜県の民有林
68.4万ha

（未立木地等を含む）

将来目標区分
①木材生産林
②環境保全林
合計（①＋②）
③観光景観林
④生活保全林

面　積
207,949ha
476,106ha
684,055ha
53,154ha
22,041ha

※③、④は①または②に重複する。

か
ん

１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計
画（
森
林
配
置
計
画
）に
つ
い
て

か
ら
展
望
台
、
岩
戸
公
園
ま
で
の
約
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
た

空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
歩
き
な

が
ら
拾
い
集
め
、
約
１
時
間
半
で
軽
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。

　

岐
阜
署
で
は
、
引
き
続
き
金
華
山
国
有

林
等
の
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
国
有

林
で
多
く
の
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
山
を
訪
れ
た
際
に
は
ご
み
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
内
の
３
つ
の
森
林
管
理
署
で

は
、
各
署
の
職
員
に
加
え
、
地
元
自
治
体
、

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
、
名
古
屋
造
林

素
材
生
産
事
業
協
会
等
の
会
員
、
関
係
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
今
年
度
も「
国
有
林
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」の
５
月
30
日
、
岐
阜

森
林
管
理
署
で
は
、「
国
有
林
野
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
」と
し
て
金
華
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
岐
阜
市
を
は

じ
め
関
係
事
業
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

金
華
山
は
岐
阜
城
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
な

ど
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
ツ
ブ
ラ
ジ
イ

や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ

た
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
お
り
、
周
辺
に

は
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
整
備
さ
れ
、
市
民
の
森
と
し
て
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
参
加
者
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
金
華
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
入
り
口

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

５
月
30
日
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
高
山

市
清
見
町
に
所
在
す
る
彦
谷
国
有
林
と
隣

接
す
る
県
道
90
号
線（
別
名
：
飛ひ

だ

う

騨
卯
の

花は
な
か
い
ど
う

街
道
と
上か
み

小お

鳥ど
り

国
有
林
及
び
隣
接
す
る

国
道
1
5
8
号
線
の
２
箇
所
に
お
い
て
ク

リ
ー
ン
活
動（
ゴ
ミ
拾
い
）を
実
施
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
少
し
汗
ば

む
く
ら
い
の
陽
気
の
な
か
、
当
署
の
職
員

に
加
え
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
及
び
名

古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会
の
会
員
な

ど
46
名
が
参
加
し
午
前
10
時
頃
よ
り
１
時

間
半
ほ
ど
の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

彦
谷
国
有
林
内
の
林
道
は
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
3
6
0
度
の
眺
望
が
楽
し
め
る
猪

臥
山
へ
つ
な
が
る
登
山
ル
ー
ト
と
な
っ

て
お
り
、
季
節
を
問
わ
ず
入
林
者
が
い
る

こ
と
や
、
こ
の
林
道
に
並
行
し
て
通
過
す

る
県
道
90
号
線
は
東
海
北
陸
道
飛
騨
清
見

イ
ン
タ
ー
か
ら
飛
騨
市
へ
抜
け
る
バ
イ
パ

ス
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
山

間
地
に
も
関
わ
ら
ず
交
通
量
が
多
く
、
缶

ジ
ュ
ー
ス
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
空
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
包
み
紙
な
ど
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
落
ち
て
い
ま
し
た
が
参
加
者
で

協
力
し
回
収
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
小
鳥
国
有
林
に
接
す
る
国
道
1
5
8

号
線
は
高
山
市
街
地
か
ら
白
川
郷
や
郡
上

市
へ
至
る
主
要
道
で
こ
ち
ら
も
交
通
量
が

多
い
こ
と
か
ら
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
待
避

所
付
近
に
は
物
干
し
ピ
ン
チ
や
衣
類
用
洗

剤
な
ど
明
ら
か
に
家
庭
か
ら
出
る
よ
う
な

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
そ

の
ゴ
ミ
に
呆
れ
な
が
ら
も
丁
寧
に
回
収
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
箇
所
と
も
見
通
し
が
よ
い
道
路
沿
い

で
速
度
を
出
し
て
通
過
す
る
車
両
が
多
く

い
る
な
か
で
の
作
業
で
し
た
が
怪
我
等
も

な
く
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
作
業
を
終
え
ま

し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
職
員
で
分
別
を

行
っ
た
あ
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
高
山
市
内
の

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
み

ま
し
た
。
計
測
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
約
50
㎏
で

量
的
に
は
昨
年
度
よ
り
若
干
少
な
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
粗
大
ご
み
が
回
収
さ

れ
た
昨
年
度
と
違
い
一
般
ご
み
中
心
で
こ

れ
だ
け
の
量
が
回
収
さ
れ
た
こ
と
は
捨
て

ら
れ
た
ゴ
ミ
が
減
っ
て
い
な
い
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
結
果
と
い
え
ま
す
。

クリーン活動へ出発！

県道及び林道沿いで活動する様子
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国
有
林
の
現
場
か
ら

94

捨
て
な
い
で
良
心
ま
で
！

  

今
年
も
国
有
林
ク
リ
ー
ン
活
動
実
施

　
森
林
配
置
計
画
と
は
、
１
０
０
年
先
の

望
ま
し
い
森
林
の
配
置
を
見
直
す
た
め
、

気
候
や
地
形
、
法
規
制
等
の
諸
条
件
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
県
内
す
べ
て
の
民
有
林

を
以
下
４
種
類
の
将
来
目
標
区
分
に
設
定

（
森
林
配
置
）
す
る
も
の
で
す
。

①
：「
木
材
生
産
林
」（
主
た
る
目
的
が
木

材
の
生
産
で
あ
る
森
林
）

②
：「
環
境
保
全
林
」（
水
源
涵
養
な
ど
公

益
的
機
能
の
高
度
な
発
揮
を
期
待
す

る
森
林
）

③
：「
観
光
景
観
林
」（
観
光
道
路
か
ら
眺

望
で
き
景
観
的
価
値
が
高
い
森
林
）

④
：「
生
活
保
全
林
」（
集
落
や
生
活
道
路

に
隣
接
し
住
民
生
活
を
守
る
た
め
の

森
林
）

　
将
来
目
標
区
分
は
、
県
内
民
有
林
す
べ

て
を
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に
設
定
し
た
う

え
で
、地
域
の
特
色
や
実
情
に
合
わ
せ
て
、

③
・
④
を
①
・
②
に
重
複
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
設
定
は
市
町
村
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
地
域
検
討
会
に
お
い
て
、
合
意

形
成
を
経
た
う
え
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
末
に
は
①
・
②
の
設
定
率

が
１
０
０
％
と
な
り
、
１
０
０
年
先
の
望

ま
し
い
森
林
の
姿
が
明
確
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
毎
年
度
将
来
目
標
区
分
が

【
林
政
課
】●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
8
ー
2
7
2
ー
1
1
1
1
内
線（
4
3
1
7
）

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

森
林
計
画
係
ま
で

適
切
で
あ
る
か
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
分
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
づ
く
り

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

木材生産林
30.4％

環境保全林
69.6％

図　木材生産林と環境保全林の設定割合
（令和5年度末時点）

表　将来目標区分別の面積（令和5年度末時点）

岐阜県の民有林
68.4万ha

（未立木地等を含む）

将来目標区分
①木材生産林
②環境保全林
合計（①＋②）
③観光景観林
④生活保全林

面　積
207,949ha
476,106ha
684,055ha
53,154ha
22,041ha

※③、④は①または②に重複する。

か
ん

１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計
画（
森
林
配
置
計
画
）に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
古
い
街
並
み
や

白
川
郷
な
ど
の
観
光
地
が
あ
る
飛
騨
地
域

も
訪
日
外
国
人
な
ど
観
光
で
訪
れ
る
方
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
地
だ
け
で

な
く
車
窓
か
ら
見
え
る
景
色
で
も
ゴ
ミ
ゼ

ロ
を
実
現
で
き
る
よ
う
今
後
も
継
続
し
た

活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

東
濃
森
林
管
理
署
で
は
、
6
月
13
日
、

管
内
の
白
川
付
知
林
道
沿
線
に
お
い
て
恒

例
の
ゴ
ミ
０
運
動
を
付
知
峡
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
総
勢
48
名
の
協
力
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

白
川
付
知
林
道
は
、
付
知
峡
沿
線
を
走

る
林
道
で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
景

勝
地
で
す
が
、
マ
ナ
ー
も
良
く
、
例
年
ゴ

ミ
拾
い
よ
り
沿
線
の
草
刈
り
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
同
林
道

か
ら
分
岐
す
る「
王
滝
新
道（
注
１
）」の
歩

道
整
備
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
王
滝
新
道
は
、
毎
年
秋
に
は
付
知

の
小
学
生
が
森
林
教
室
の
場
と
し
て
利
用

す
る
場
所
で
、
落
石
等
に
よ
り
歩
き
づ
ら

い
箇
所
が
随
所
に
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
前
の
暑
い
一
日
で
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今
年
も

気
持
ち
よ
く
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

（
注
１
）」王
滝
新
道
は
付
知
町
か
ら
王
滝

村
ま
で
を
結
ぶ
街
道
で
、
明
治
10
年
に
完

成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
岐
阜
県
美
濃
地
方
方
面
か
御
嶽

登
山
を
す
る
人
々
は
、
中
山
道
木
曽
福
島

回
り
に
比
べ
て
11
里
も
近
か
っ
た
た
め
多

く
の
人
が
利
用
し
た
ほ
か
、
信
州
岡
谷
や

諏
訪
の
製
糸
工
場
へ
出
稼
ぎ
に
年
間
１
万

人
以
上
が
通
っ
た
街
道
で
す（
明
治
44
年
、

中
央
線
の
開
通
に
伴
い
次
第
に
使
わ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
）

（
岐
阜
･
飛
騨
･
東
濃 
森
林
管
理
署
）

王滝新道整備の様子

回収したゴミの一部
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
―
7
3
―
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

西濃地域における林業普及活動
■西濃農林事務所
　林業普及指導員　兼定喜寿郎

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
近
年
、
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
が
各
社
か
ら

販
売
さ
れ
て
お
り
、
林
業
の
現
場
に
お
い

て
も
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、DJI

社
製FlyC

art3
0

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　FlyC
art3

0

は
、
今
年
か
ら
日
本
で
も

販
売
が
始
ま
っ
た
大
型
の
運
搬
用
ド
ロ
ー

ン
で
す
。

　
機
体
の
大
き
さ
は
、
２
８
０
０
㎜×

３

０
８
５
㎜×

９
４
７
㎜
。
性
能
は
、
バ
ッ

テ
リ
ー
２
個
搭
載
時
で
、
最
大
積
載
量
30

㎏
、
最
大
航
続
距
離
16
㎞
、
最
大
飛
行
時
間

18
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、４
月
23
日
に
美
濃
市
の
ド
ロ
ー

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
パ
ー
ク
み
の
に
お
い

て
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
使
用
し
た
機
材
は
、（
株
）RO

B
O
Z

が

岐
阜
県
内
で
初
め
て
導
入
し
た
も
の
で
す
。

　
全
国
的
に
は
、
ま
だ
台
数
が
少
な
い
中
、

い
ち
早
く
県
内
の
林
業
関
係
者
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、

約
10
㎏
の
荷
物
を
問
題
な
く
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
29
日
に
は
、（
株
）
東
海
ス

カ
イ
テ
ッ
ク
（
三
重
県
菰
野
町
）
の
協
力
の

も
と
、
下
呂
市
馬
瀬
の
川
上
国
有
林
に
お

い
て
、
資
材
（
獣
害
防
護
柵
）
運
搬
の
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
27
㎏
の
資
材
を
、
水
平
距
離
２
５
０
ｍ
、

高
さ
90
ｍ
の
地
点
ま
で
３
分
足
ら
ず
で
運

搬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
植
栽
地
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
獣

害
防
護
資
材
な
ど
運
ぶ
資
材
量
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
搬
用
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
は
、
単
に
コ
ス
ト
面
だ
け
で
な

く
、
労
働
強
度
の
軽
減
と
い
う
点
で
も
大

き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
機
材
を
購
入
し
て
運
用
す
る
に
は
、

事
業
規
模
等
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
運
搬
業
務
を
他
社
に
委

託
し
て
の
実
施
は
、
十
分
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
業
務
委
託
へ
の
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
取
り
組
み
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

大
型
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
の
紹
介

42

4.23 美濃市

5.29 下呂市

※

見
学
会
の
様
子
をYoutube

で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
管
内
で
は
、
西
南
濃
森
林
経
営
管
理

推
進
協
議
会（
以
下
協
議
会
）と
い
う
組
織

が
あ
り
、
森
林
整
備
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
林
事
務
所
も
協
議
会
に
出

席
し
、
森
林
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
助
言

等
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

西
南
濃
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
の
取
り
組
み

●
目
的　
こ
の
協
議
会
は
、
森
林
組
合
を

構
成
す
る
関
係
市
町
が
林
業
経
営
の
効
率

化
及
び
森
林
の
管
理
の
適
正
化
の
一
体
的

な
促
進
を
図
る
た
め
に
、
必
要
な
事
業
を

企
画
し
、
協
働
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
設
立
の
経
緯
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
が
創
設
さ
れ
た
平
成
31
年
度
に
、
取

り
組
み
を
進
め
つ
つ
も
市
町
も
手
探
り
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
に
数
回
関
係
市

町
の
担
当
者
を
集
め
て
会
議
を
行
い
ま
し

た
。
担
当
者
会
議
で
は
、
関
係
市
町
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
や
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
流
を
深
め
日

頃
か
ら
市
町
の
担
当
職
員
と
林
業
普
及
指

導
員
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
関
係
市
町
の
職
員

は
、
森
林
組
合
の
支
所
の
担
当
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

●
組
織　
協
議
会
会
員
は
、
関
係
市
町
の

長
を
も
っ
て
組
織
し
、
幹
事
は
関
係
市
町

の
林
務
担
当
課
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
農
林
事
務
所
の
林
業
課
長
が
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
活
動
等
を
行
う

前
に
は
担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、（
令
和

５
年
度
は
５
回
開
催
）林
業
普
及
指
導
員

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
●
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
内
容

①
担
当
者
会
議
の
開
催

•
事
業
計
画
の
内
容
が
、
森
林
整
備
の
推

進
に
繋
が
る
か
協
議
し
ま
し
た
。

•
森
林
組
合
へ
の
譲
与
税
を
活
用
し
た
各

種
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

②
森
林
組
合
担
い
手
育
成
施
設
へ
の
支
援

•
担
い
手
育
成
施
設
整
備
へ
助
成
し
ま
し

た
。

（
施
設
の
活
用
状
況
）

•
担
い
手
育
成
施
設
で
は
安
全
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
い
機
の
目

立
て
研
修
等
を
昨
年
度
は
４
回
開
催

し
ま
し
た
。

•
施
設
の
一
部
を
利
用
し
、
測
量
機
材
や

各
種
道
具
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

③
高
性
能
林
業
機
械
導
入
へ
の
支
援
、
現

地
研
修

•
森
林
組
合
が
高
性
能
林
業
機
械
を
県
の

　

西
濃
農
林
事
務
所
管
内
は
、
岐
阜
県
の

西
南
部
に
位
置
す
る
大
垣
市
を
中
心
に
２

市
６
町
か
ら
な
り
、
濃
尾
平
野
の
平
坦
部

と
伊
吹
養
老
山
地
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
管
内
市
町
の
う
ち
、
森
林
を
有
す
る

の
は
２
市
３
町（
大
垣
市
・
海
津
市
・
関

ケ
原
町
・
垂
井
町
・
養
老
町
）（
以
下
関
係

市
町
）で
あ
り
、
管
内
の
森
林
率
は
41
％

と
県
平
均
の
81
％
に
比
べ
半
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

民
有
林
の
森
林
面
積
は
、
約
２
万
３
千

ha
、
所
有
形
態
は
公
有
林
が
10
％
、
森
林

研
究
整
備
機
構
・
会
社
・
公
社
が
併
せ
て

10
％
と
低
く
、
個
人
有
林
が
60
％
と
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

齢
級
別
の
人
工
林
面
積
は
、
７
～
９
齢

級
と
11
～
13
齢
級
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
15

齢
級
以
上
の
高
齢
級
の
森
林
は
30
％
と
県

平
均
16
％
の
約
２
倍
で
高
齢
級
の
割
合
が

高
い
齢
級
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
齢
級
構
成
か
ら
管
内
で

は
、
主
伐
・
再
造
林
や
、
間
伐
等
の
計
画

的
な
実
施
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
管

内
の
林
業
事
業
体
は
西
南
濃
森
林
組
合

（
以
下
森
林
組
合
）が
主
力
で
あ
り
、
県
の

補
助
事
業
等
を
活
用
し
主
伐
・
再
造
林
、

間
伐
や
作
業
道
整
備
な
ど
森
林
経
営
計
画

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
運
用
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
、

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
間
伐
実
施
計
画

の
作
成
な
ど
、
関
係
市
町
へ
の
支
援
が
必

要
で
す
。

担当者会議の様子
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
―
7
3
―
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

西濃地域における林業普及活動
■西濃農林事務所
　林業普及指導員　兼定喜寿郎

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
近
年
、
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
が
各
社
か
ら

販
売
さ
れ
て
お
り
、
林
業
の
現
場
に
お
い

て
も
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、DJI

社
製FlyC

art3
0

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　FlyC
art3

0

は
、
今
年
か
ら
日
本
で
も

販
売
が
始
ま
っ
た
大
型
の
運
搬
用
ド
ロ
ー

ン
で
す
。

　
機
体
の
大
き
さ
は
、
２
８
０
０
㎜×

３

０
８
５
㎜×

９
４
７
㎜
。
性
能
は
、
バ
ッ

テ
リ
ー
２
個
搭
載
時
で
、
最
大
積
載
量
30

㎏
、
最
大
航
続
距
離
16
㎞
、
最
大
飛
行
時
間

18
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、４
月
23
日
に
美
濃
市
の
ド
ロ
ー

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
パ
ー
ク
み
の
に
お
い

て
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
使
用
し
た
機
材
は
、（
株
）RO

B
O
Z

が

岐
阜
県
内
で
初
め
て
導
入
し
た
も
の
で
す
。

　
全
国
的
に
は
、
ま
だ
台
数
が
少
な
い
中
、

い
ち
早
く
県
内
の
林
業
関
係
者
に
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、

約
10
㎏
の
荷
物
を
問
題
な
く
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
29
日
に
は
、（
株
）
東
海
ス

カ
イ
テ
ッ
ク
（
三
重
県
菰
野
町
）
の
協
力
の

も
と
、
下
呂
市
馬
瀬
の
川
上
国
有
林
に
お

い
て
、
資
材
（
獣
害
防
護
柵
）
運
搬
の
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
27
㎏
の
資
材
を
、
水
平
距
離
２
５
０
ｍ
、

高
さ
90
ｍ
の
地
点
ま
で
３
分
足
ら
ず
で
運

搬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
植
栽
地
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
獣

害
防
護
資
材
な
ど
運
ぶ
資
材
量
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
搬
用
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
は
、
単
に
コ
ス
ト
面
だ
け
で
な

く
、
労
働
強
度
の
軽
減
と
い
う
点
で
も
大

き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
機
材
を
購
入
し
て
運
用
す
る
に
は
、

事
業
規
模
等
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
運
搬
業
務
を
他
社
に
委

託
し
て
の
実
施
は
、
十
分
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
業
務
委
託
へ
の
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
取
り
組
み
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

大
型
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
の
紹
介

42

4.23 美濃市

5.29 下呂市

※

見
学
会
の
様
子
をYoutube

で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
助
事
業
で
の
負
担
金（
嵩
上
げ
）の

関
係
市
町
調
整
や
、
事
業
者
提
案
等
周

知
で
き
ま
し
た
。

•
森
林
組
合
か
ら
県
や
市
町
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
他
の
補
助

も
含
め
て
何
が
不
足
か
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

•
各
市
町
の
林
務
担
当
者
が
現
場
に
て
高

性
能
林
業
機
械
を
視
察
し
た
こ
と
に

よ
り
、
機
械
の
必
要
性
、
補
助
残
の
予

算
化
・
財
政
等
へ
の
説
明
を
す
る
際
に

役
立
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

令
和
６
年
か
ら
森
林
環
境
税
の
徴
収
が

始
ま
り
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
効

果
が
よ
り
一
層
注
目
さ
れ
ま
す
。
譲
与
税

の
有
効
か
つ
適
正
な
執
行
に
向
け
て
、
今

後
も
協
議
会
で
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
意
向
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
町
か
ら
森
林

組
合
へ
情
報
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
仕
組
み
に
課
題
等
な
い
か
検
証
し
、
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
市
町
に
お
い
て
は
、
職
務
が
林
業

だ
け
で
な
く
鳥
獣
害
対
策
や
農
務
も
あ
る

な
ど
幅
広
い
業
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
農
林
事
務
所
と
し
て
も
継

続
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

補
助
事
業
で
購
入
す
る
予
定
な
の
で
、

補
助
残
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。

•
高
性
能
林
業
機
械
で
間
伐
を
実
施
し
て

い
る
現
場（
大
垣
市
上
石
津
町
）の
視

察
研
修
を
し
ま
し
た
。

④
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
た
間
伐
実
施
計

画
の
作
成
支
援

•
関
係
市
町
が
計
画
書
の
案
な
ど
関
係
資

料
を
持
ち
寄
り
情
報
交
換
し
な
が
ら

作
成
し
ま
し
た
。

●
協
議
会
の
取
り
組
み
の
成
果

•
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
、

担い手育成施設での研修高性能林業機械の視察
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9月号
予定

9月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（229）
●山のおじゃまむし（397）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（139）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（140）

地域の人

今年５月に大学の友人に誘われて「大垣祭り」の見学に行きました。私
は生まれも育ちも大垣市ですが、大垣祭りに行ったのは、中学生の頃が最
後と記憶しており、実に１５年以上ぶりとなりました。

大垣祭りは、平成２８年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録されており、３７０年余の伝
統があります。全１３両の車山（やま）が城下町を巡行したり、大垣八幡神社の御前で芸を披
露したりします。大垣駅周辺で行われているということもあり、多くの観光客が訪れます。
私は土曜日の夜に見学に行きました。昔よりも多く感じる観光客にはやや気後れしました

が、提灯で飾られた車山と屋台の電飾が宵闇を照らす様やお化け屋敷の威勢の良い呼込み
は、子どもの頃から変わらない風景で、郷愁に駆られました。子どもの頃は車山よりも屋台巡
りに楽しみを見出していましたが、大人になると屋台だけでなく、祭りの雰囲気そのものを味
わえていることに気づくことが出来ました。大人になったなあと感じながら飲むお酒は大変美
味しかったです。地元の伝統は大切にしていきたいものですね。

　「森林のたより編集委員」　林政課　山田　純司

森林・林業関係イベントカレンダー（9月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

9月3日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　9:20~15:40
　　　　　　実技　15:50~16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

南ひだ森林組合（下呂市乗政 25-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月4日㈬～
9月6日㈮

伐木等の業務（チェーンソー）
に係る特別教育

●講習時間：4日　学 科　9:20~17:40
　　　　　　5日　学･実　8:50~12:00
　　　　　　6日　実  技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

4 日（学科）5 日（学 ･ 実）
南ひだ森林組合（下呂市乗政 25-1）
6 日（実技）
南ひだ森林組合貯木場（下呂市乗政 25-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月19日㈭ 造林作業の指揮者等
安全衛生教育

●講習時間：8:50~16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

9月26日㈭ 作業計画作成のための
安全衛生教育

●講習時間：9:00~16:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：13,420円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

市況
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（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（6月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（6月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

78,000

73,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍ元木、尺上良材は入札多数で価格は保合。スギラミナ向け3ｍ・
4ｍ材は保合。ヒノキ良材４ｍは入札旺盛で活気あり、価格は保合。ヒノキ
3m・4ｍの構造材についても価格は保合で推移。合板向けは、引き続き
住宅着工などの伸び悩みにより製品の荷動きが鈍く弱基調。製紙向けパ
ルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜） 
　スギやヒノキ並材は横ばいで推移。広葉樹良材は高値で推移している
が並材は横ばい。高値はマクルミ2.1ｍ×36cm＠38,300円、ナラ2.1ｍ
×34cm＠36,000円、クリ2.1ｍ×40cm＠34,600円、ホウ2.2ｍ×
36cm＠32,800円、サクラ2.1ｍ×32cm＠30,800円。（飛騨）  
　ヒノキ役物良材には応札多数であるが、当用買い中心で価格は伸び悩
み。3ｍ柱向け（14cm～26cm）は価格は保合。4ｍ中目、土台向けも引
き合いはあるが保合。スギ中目、尺上、元木良材は、価格保合で推移。目
荒等並材は価格伸び悩み売りづらさは継続。4ｍ(24cm以上)構造材も保
合で推移。３ｍ構造材向けも保合継続。スギ６ｍ長柱向け（18cm～
22cm）は各方面から要望があり造材をご検討下さい。合板向けは、住宅
着工の伸び悩みよる製品荷動きが鈍く弱基調。ラミナ向けは、スギ、ヒノ
キともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

モルダーは板や角材の面を多軸で同時にかんな掛けする機械。プレーナーは
単に材の表面をかんな掛けする機械。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1858回

7月9日

7月10日

7月4日

岐
阜
共
販
所

第1450回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30～38㎝

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

－

－

－

－

18,400

－

－

－

－

－

22,000

－

－

－

－

－

－

－

43,900

－

－

15,000

－

－

－

－

－

－

－

58,000

－

－

111,000

－

－

－

14,600

14,000

15,000

15,000

13,000

18,000

20,900

18,800

20,700

19,000

18,900

－

14,500

14,800

12,000

21,000

20,300

19,100

19,000

25,000

12,000

12,000

－

15,000

14,300

14,800

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,300

26,000

29,500

－

11,000

第1784回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
428
468
－

→

→
→
－

2,249

662

3,440

3,154

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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→
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→
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→

→

モルダー・プレーナー 

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ
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外材市況（6月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（6月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000
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3000

68,000

70,000

78,000

73,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍ元木、尺上良材は入札多数で価格は保合。スギラミナ向け3ｍ・
4ｍ材は保合。ヒノキ良材４ｍは入札旺盛で活気あり、価格は保合。ヒノキ
3m・4ｍの構造材についても価格は保合で推移。合板向けは、引き続き
住宅着工などの伸び悩みにより製品の荷動きが鈍く弱基調。製紙向けパ
ルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜） 
　スギやヒノキ並材は横ばいで推移。広葉樹良材は高値で推移している
が並材は横ばい。高値はマクルミ2.1ｍ×36cm＠38,300円、ナラ2.1ｍ
×34cm＠36,000円、クリ2.1ｍ×40cm＠34,600円、ホウ2.2ｍ×
36cm＠32,800円、サクラ2.1ｍ×32cm＠30,800円。（飛騨）  
　ヒノキ役物良材には応札多数であるが、当用買い中心で価格は伸び悩
み。3ｍ柱向け（14cm～26cm）は価格は保合。4ｍ中目、土台向けも引
き合いはあるが保合。スギ中目、尺上、元木良材は、価格保合で推移。目
荒等並材は価格伸び悩み売りづらさは継続。4ｍ(24cm以上)構造材も保
合で推移。３ｍ構造材向けも保合継続。スギ６ｍ長柱向け（18cm～
22cm）は各方面から要望があり造材をご検討下さい。合板向けは、住宅
着工の伸び悩みよる製品荷動きが鈍く弱基調。ラミナ向けは、スギ、ヒノ
キともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

モルダーは板や角材の面を多軸で同時にかんな掛けする機械。プレーナーは
単に材の表面をかんな掛けする機械。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1858回

7月9日

7月10日

7月4日

岐
阜
共
販
所

第1450回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30～38㎝

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

－

－

－

－

18,400

－

－

－

－

－

22,000

－

－

－

－

－

－

－

43,900

－

－

15,000

－

－

－

－

－

－

－

58,000

－

－

111,000

－

－

－

14,600

14,000

15,000

15,000

13,000

18,000

20,900

18,800

20,700

19,000

18,900

－

14,500

14,800

12,000

21,000

20,300

19,100

19,000

25,000

12,000

12,000

－

15,000

14,300

14,800

15,000

20,500

19,000

25,000

10,000

19,300

26,000

29,500

－

11,000

第1784回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
428
468
－

→

→
→
－

2,249

662

3,440

3,154

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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モルダー・プレーナー 

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ
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4ｍ

MORINOTAYORI21



TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

岐
阜
県
に
は 

山 

は

　い
く
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

素
朴
な
疑
問
を
調
べ
て
み
ま
し
た

2

末梢

　

調
べ
る
と
諸
説
あ
る
。
当
然
と
い
え
ば

そ
う
で
す
が
移
動
の
際
の
目
印
と
す
る

た
め
付
け
ら
れ
た
と
の
説
が
大
勢
。
こ
の

た
め
、「
丸
山
」
や
「
舟
伏
山
」
の
よ
う

に
山
の
形
や
地
形
、
色
、
連
な
る
山
の
数

な
ど
を
由
来
と
す
る
も
の
、
こ
の
他
に

方
角
を
示
す
も
の
、
生
息
す
る
植
物
や
動

物
、
民
話
や
伝
説
、
信
仰
な
ど
を
由
来
と

す
る
も
の
が
多
い
。

　

一
方
、
名
の
末
尾
は
そ
の
山
の
特
徴
を

表
し
て
お
り
、「
池
田
山
」
の
よ
う
に
「
山
」

で
終
わ
る
も
の
は
、
比
較
的
な
だ
ら
か
な

山
。
先
ほ
ど
の「
相
戸
岳
」の
よ
う
に「
岳
」

で
終
わ
る
も
の
は
高
く
険
し
い
山
。「
金

華
山
」
の
北
側
に
あ
る
「
百
々
ケ
峰
」
の

よ
う
に
「
峰
」
の
付
く
も
の
は
突
然
突
き

出
た
形
の
山
に
多
い
そ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
付
か
な
い
山

も
幾
つ
か
あ
る
。

　

さ
て
、
本
題
の
岐
阜
県
に
は
山
が
い
く

つ
あ
る
か
？

　

森
林
法
に
よ
る
「
森
林
」
の
規
定
や
、

登
記
上
の
地
目
「
山
林
」
は
エ
リ
ア
を
判

別
す
る
根
拠
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
個
々

の
山
と
判
別
す
る
決
め
は
あ
る
の
か
。

「
山
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
周
り
に

く
ら
べ
て
高
く
も
り
あ
が
っ
た
土
地
」
と

曖
昧
な
表
現
。
そ
こ
で
、
ま
ず
県
林
政
部

に
お
尋
ね
す
る
と
、
分
か
ら
な
い
と
の
こ

と
。
次
に
地
図
を
作
成
し
て
い
る
国
土
地

理
院
に
お
聞
き
す
る
と
、
こ
こ
で
も
「
山

の
定
義
は
し
て
な
い
」
の
回
答
。
つ
ま

り
、
標
高
や
傾
斜
、
樹
木
の
有
無
と
い
っ

た
基
準
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
で
は
、
ど

う
い
っ
た
基
準
で
名
を
地
図
に
載
せ
る

の
か
を
聞
け
ば
、「
市
町
村
か
ら
掲
載
申

請
の
あ
っ
た
山
で
、
現
地
で
周
り
よ
り
高

い
こ
と
や
、
地
域
に
そ
の
名
が
根
ざ
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
を
登
載
し

て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
結
論
は
分
か
ら
な
い

で
す
。
な
お
、
唯
一
山
の
数
を
提
示
し
て

い
る
も
の
と
し
て
、
地
図
に
名
が
登
載
さ

れ
た
山
を
拾
い
上
げ
た
書
籍
「
日
本
山
名

総
覧
（
竹
内
正
著
―
平
成
11
年
発
行
）」

　

あ
る
旅
行
社
に
よ
れ
ば
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど

に
よ
り
、
昨
年
夏
以
降
ハ
イ
キ
ン
グ
・

登
山
の
旅
行
客
が
好
調
で
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
1.8
倍
に
増
え
た
と
い
う
。
山
の
多

い
本
県
、
登
山
ブ
ー
ム
再
来
や
県
が
進

め
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
が
山

村
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
い
い
で
す

ね
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ぎ
ふ
森
フ
ェ

ス
」
は
、
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
加
速
化

さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
如
く
四
方
八
方

山
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
私
、
子
供
の
頃

か
ら
家
の
前
方
の
山
は
「
前
の
山
」、
後

方
の
山
は
「
裏
の
山
」、
離
れ
た
所
の

山
は
、
例
え
ば
「
小
日
屋
（
地
元
の
字

名
）
の
山
」
と
呼
び
、
名
を
呼
ん
で
い

た
の
は
最
近
登
山
で
人
気
の
あ
る
「
相

戸
岳
」
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
私
だ
け
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
名
の
付
く
も
の
は
ど
ん

な
山
、
ど
う
や
っ
て
付
け
ら
れ
た
の
か
？

の
存
在
を
知
り
早
速
調
べ
る
と
、
全
国
に

は
約
１
８
，
０
０
０
山
あ
り
、
内
本
県
は

３
７
９
山
で
し
た
。（
県
境
の
山
は
最
初

に
掲
載
さ
れ
た
都
府
県
に
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
た
め
、
も
う
少
し
多
く
な
る
。）

　

余
談
で
す
が
、「
山
か
ら
お
は
よ
う
」

で
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
朝
の
ラ
ジ
オ
番

組
「
石
丸
謙
二
郎
の
山
カ
フ
ェ
」
は
高

い
山
の
話
題
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
登

山
」
と
い
う
感
じ
で
あ
る
が
、
同
じ
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
も
酒
場
詩
人
の
吉
田
類
が
全
国
の

山
を
登
り
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
番

組
「
に
っ
ぽ
ん
百
低
山
」
は
、
そ
の
名
の

如
く
基
本
低
山
が
対
象
で
私
に
は
取
っ

付
き
や
す
い
。
先
ほ
ど
の
総
覧
に
よ
れ
ば

本
県
に
は
「
金
華
山
」
く
ら
い
の
標
高
の

山
は
80
以
上
あ
り
、
そ
の
魅
力
を
知
ら
な

い
山
も
沢
山
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
こ
の

内
最
も
低
い
各
務
原
市
の
石
山
（
標
高

50
m
）
に
行
っ
て
み
ま
す
。

　

山
林
協
会　

髙
井

山・岳・峰が付かない例

天狗城（山県市）
タイポ（揖斐川町）
鎗ケ先（揖斐川町） 
西ケ平（郡上市）
クロク天井（中津川市・恵那市）
浦田富士（高山市）
クリノヤ頭（高山市）
大木場ノ辻（高山市）
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